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温室効果ガス世界資料センター（WDCGG）
におけるDOI登録について

温室効果ガス世界資料センター

（気象庁 大気海洋部 環境・海洋気象課）
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WMO/GAW 世界資料センターとは？

観測項目 資料センター名 運営機関
太陽放射 世界放射資料センター（WRDC） ロシア中央地球物理観測所
温室効果ガス 温室効果ガス世界資料センター（WDCGG） 気象庁（日本）
オゾン・紫外線 世界オゾン・紫外線資料センター（WOUDC） カナダ気象局
降水化学成分 降水化学世界資料センター（WDCPC） 米国海洋大気庁（NOAA）大気資源研究所
エーロゾル エーロゾル世界資料センター（WDCA） ノルウェー大気研究所
リモートセンシング 大気リモートセンシング世界資料センター（WDC-RSAT） ドイツ航空宇宙研究センター
反応性ガス 反応性ガス世界資料センター（WDCRG） ノルウェー大気研究所

気象庁は、国連の世界気象機関（WMO）が行なっている全球大気監視（GAW）計画のもと、
温室効果ガスの収集・提供を行う「世界資料センター」業務を担っている。
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WDCGGの機能とデータの流れ

インターネットやホームページ

情報提供

WDCGG

確認

データ提出

データ利用者

データの
検証と形式の

統一

保存 解析

利用者支援情報

可視化情報

データサマリー

WMO GHG Bulletin
Provision of figures, etc.

貢献者
(データ提供者)
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綾里

与那国島 南鳥島

観測装置・較正装置

温室効果ガス観測濃度データ

例）気象庁のCO2濃度観測（地上観測点）

温室効果ガスとは地球温暖化をもたらすガス（二酸化炭素、メタンガスなど）のことで、世界各国の気象機関や
研究機関等が、様々な場所、プラットホーム、観測手法で観測しています。

➢ 地上観測のほか、船舶による観測、航空機による観測も

行なっています。CO2以外のガス種の観測もあります。

2021/10/19 現在 Total

データ提供者 132

地上観測点 178

移動観測点 33

ガス種(報告済み) 59

国と地域(報告済み) 56

衛星較正用

研究用

教育用

プラットフォーム：●地上観測、◆航空機、▲船舶

世界中の観測地点とデータの利活用

注)  本スライドでは、講演時質問への説明を加筆している
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提供する観測データセットの概要

観測地点：南鳥島

観測要素：二酸化炭素

地表での常時観測

月別値

➕

観測値年月日

観測データに関するメタデータ（ヘッダ部）

観測データ（データ行）

１行が１つのデータセット

✓ 地点（移動体も有）、観測機関、ガス種、プラットフォ
ーム、観測手法、その他（タワー観測の高度など）に
より区別される１つの観測のこと。

✓ 時別値、日別値、月別値、イベント観測値、付随気
象観測値の各ファイルが存在する。

✓ テキスト形式及びNetCDF形式のデータファイル。

１つのデータセットとは？

ヘッダ部：メタデータとして観測環境や処理手法、観測機
関、担当者等の情報

データ行：温室効果ガス濃度のほか、緯度経度高度、使
用測器、データ品質フラグ等の情報

データセットの内部構成は？
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WDCGGでDOIを付与するまでの経緯

➢ データ利用者からの要望：

データ引用に際して、DOIで引用したいとの要望

➢ データ提供者からの要望：

データ引用ルールが守られない事例が多く存在（←提供者からのクレーム）

「提供したデータのDOIを取得できるか？」といった問い合わせ

➢ GAW事務局やデータセンター専門家会合からの要請：

「DOI採用に向けた最善の努力を継続する」（GAW実施計画 2016-2023）

➢ データ公開拡大の流れ：

投稿にあたり、データ公開を条件とする論文誌の増加や、DOI利用の増加

DOI付与
検討

•意義・管理方法・予算面等について検討 ⇒DOI付与の実現に至らず

管理手法
改善

•データセットIDと内部バージョンによる管理手法を改善してウェブサイトをリニューアル（2018年8月）

再度検討
開始

•周囲の理解の浸透・要望の高まり（温室効果ガスとその測定に関する会合GGMT-2019等における勧告）

•内部バージョンとの組み合わせによるDOI付与の可能性 ⇒付与方針の検討とGAW事務局との調整

付与へ向
けた準備

•ウェブサイトや管理手法への組み込み

付与開始

•2021年3月25日付与開始

•提供者への周知時に付与事例として参照できるように、気象庁観測の19のデータセットにDOIを先行付与したものを公開

組み込みが楽に
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個々のデータセットDOI

DOI登録開始（2021/3/25）

➢ データ提供者が希望する場合、個々のデータセット毎にDOI
を付与する。

➢ 2021年11月現在の個々のデータセットのDOI登録数は約
180件。

DOIの付与はユーザーの利便性を考慮し、２種類の粒度のDOIを用意した。

JMA RYO co2 surface insitu data1

JMA YON co2 surface insitu data1

JMA RYO ch4 surface insitu data1

JMA YON ch4 surface insitu data1

JMA RYO n2o surface insitu data1

JMA AOA n2o surface insitu data1

各ガス種別 データセット別

CO2 : 二酸化炭素
doi:10.50849/WDCGG_CO2_ALL_YYYY

・ ・ ・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

CH4 : メタンガス
doi:10.50849/WDCGG_CH4_ALL_YYYY

N2O : 一酸化二窒素
doi:10.50849/WDCGG_N2O_ALL_YYYY

国/領域 DOI数

Australia 82

Italy 31

Japan 31

Canada 12

Russian Federation 4

Chile 3

Kenya 3

Kyrgyzstan 3

Switzerland 3

Viet Nam 3

Finland 2

South Africa 1

合計 178
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DOI登録体制や工夫

各ガス種別（年別に１つ）
✓年に一度の解析に使われた元データとして活用

データセット別（セットに１つ）
✓個々のデータの存在を保証するものとして活用

➢ 毎年発行するWDCGGデータサマリーや、WMO
温室効果ガス年報の解析に使用されたデータセ
ット群に対応したDOIを年１回新規付与。

➢ 特定ガス種の全地点のデータの一括取得・利用
のニーズに対応。

➢ 特定時点での使用データセットの引用（再現性
等のニーズ）に対応。

➢ データセット群に含まれる個々のデータセットにつ
いて、バージョンや個別DOI等の包含関係をリス
トで掲載。

➢ 個々のデータセットに１つずつ。

➢ 随時更新され最新バージョンが掲載されるため、
バージョンが更新されても同じDOIを使用し、バ
ージョン履歴を掲載。

➢ 引用時にはDOIとともにバージョンを併記するよ
うに案内。

➢ 個々のデータセットそのものについて引用するため
のDOIとして用意。

（この分野ではバージョンが異なっても同一DOIを使う例あり）

約180件

約210件

注)  本スライドでは、講演時質問への説明を加筆している
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DOI登録体制や工夫

➢ 個々のデータセットへの付与を希望する

提供者には、事前に付与方針をよく確
認するように案内。

➢ また、一度付与したDOIは削除不可と

なることを説明し、ご了承いただいたうえ
で付与作業を実施。

➢ データ提供時のメタデータ編集画面に、

DOI付与リクエストを選択できるフォームを
追加。

WDCGG DOI付与方針の告知

付与リクエスト

DOI登録に先立って付与方針を説明。通常のデータ提供の流れの中でリクエスト。
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DOI登録体制や工夫

➢ 引用フォーマットを一例としてウェブサイトおよびデータファイルヘッダに掲載し、最新バージョンを

自動的に入れ込むことで、利用者の引用の際の手間を軽減

➢ 従前から観測に付随するメタデータを収集し、データベースにてバージョン管理

➢ DOIメタデータとして必要な項目を、収集済みメタデータから抽出して使用

➢ 提供者に新たなメタデータ収集の手間をかけず、可能な範囲で登録

➢ ウェブサイトの表示も同じ内容のデータベースから読みだして掲載（DOI登録情報との整合）

メタデータはデータベース管理

引用フォーマットにバージョンを自動記載
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DOI登録の意義・反応

➢ WDCGGへデータ登録するとDOIが取得可能

✓ 新規データ提供者の増加

✓ データ利用者も使用可能データが増加

➢ DOIを辿ってWDCGGウェブサイトを訪問

✓ 新規データ利用者の増加

✓ 関連する他のデータの利用拡大

https://doi.org/10.5194/acp-2021-787
© Shigeyuki Ishidoya et al. 2021. 

Atmos. Meas. Tech., 12, 1103–1121, 2019
https://doi.org/10.5194/amt-12-1103-2019
© Ann R. Stavert et al. 2019. 

論文等への引用（データ提供者・データ利用者のメリット）

WDCGGのデータ利活用の増大（WDCGG自身も含む最大のメリット）

https://doi.org/10.5194/acp-2021-787
https://doi.org/10.5194/amt-12-1103-2019
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今後の課題

課題： データ提供者へデータがDOIで引用された情報を還元。

解法： 検討中。

引用状況の還元

課題： DOI登録する際の情報を充実させる。データ提供者からの収集が不可欠。

解法： データ提供者全体への説明と依頼。

メタデータの充実

課題： doi.orgへのDOI反映は現時点では朝、夜の2回（9時台、21時台）であり、担当者によっては確認・公開作

業が勤務時間外対応となる。

解法： 現在のXML手動アップロードによるDOI登録作業から、API等を用いた自動アップロードへの変更を検討する。

（可能であれば、doi.orgへの反映定時処理について日中の時間帯の追加も希望）

懸案： 処理内容のチェック不足。

自動処理の拡大

（WDCGGウェブサイト：https://gaw.kishou.go.jp/ ）

引き続きよろしくお願いします。

https://gaw.kishou.go.jp/

